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要 　　　約

子どもの気質と問題行動との関連を検討することは，将来の子どもの問題行動の予測や母親が育
児において感じるであろう困難や不安を理解していくことを可能にすると考えられる．そこで本研
究は，子どもの気質と幼児の問題行動との関連を調べることで，健診などの相談現場で気質質問紙
を使用する意義について検討した．�歳 �ヶ月健診を受診する幼児をもつ養育者
		名を対象に，武
井他（�		�）が作成した �歳 �ヶ月健診用気質質問紙と問題行動チェックリスト（
�
�）を実施し
た．�	�名の回答を分析した結果，以下の点が明らかになった．（�）否定的感情反応の高さや生理リ

ズムの不規則さは，幼児の様々な問題行動と関連していた．このような問題行動から生じる母親の育
児困難感や不安，されに否定的な育児態度を予測できるのではないかと考えられた．（�）神経質な気
質は，人や状況への適応性のよさを示す可能性が示唆された．（�）気質尺度の注意の転導性が示す内
容と 
�
�の注意・集中尺度で測定される内容とは異なった．（�）自閉性障害のような発達障害を
疑う場合は，否定的感情反応尺度や神経質尺度に注目することが重要でないかと考えられた．以上の
ことから，�歳 �ヶ月健診用気質質問紙は相談現場で養育者をサポートしていくために有意義な情報
を提供できる質問紙だと考えられた．

緒 言

昨今，児童期や青年期の不適応問題が深刻化して
きている．そのなかには，周囲の大人が子どもの状
態の理解を誤り，間違った対応をすることで引き起
こされた不適応問題も含まれている．このような
ケースでは，周囲の大人が子どもの状態を客観的に
把握し，適切な対応をすることで不適応問題を防げ
たと考えられる．子どもに対する正しい理解と対応
は，単に不適応問題を予防するだけでなく，子ども

の健全な発達を保証すると考えられる．
注意欠陥による問題行動，攻撃的行動，反社会的

な問題行動は，その起源を発達早期に遡ることがで
き，子どもの成長とともに �発達し�，後の発達段
階で様々な不適応につながっていくとの指摘がある
（菅原・北村・戸田・島・佐藤・向井，����）��．よっ
て，そのような問題を予防するためには，実際に不
適応行動が生じている児童期や青年期に限らず，乳
幼児期を視点にいれる必要がある．日本では，予防

という視点から，昭和��年より乳幼児健康診査が実
施され，子どもの発達上や行動上の問題を初めて相

談する場として利用されてきた．最近では，発達が
遅れているというだけでなく，落ち着きがない，こ
だわりがある，人との関わりが持ちにくいなどの軽
度発達障害にみられる問題行動の相談や，養育者自
身の育児不安や育児ストレス，子どもへの関わり方
などについての相談が増加し，虐待などの深刻な問
題も把握されるようになっている．そのため，健康
診査の場は，子どもの状態を適切に把握して対応す

るだけでなく，養育者のリスクを早期発見，早期介
入し，養育者に対して育児支援を行う必要性がある
（松石，�		�）��．育児支援を行う際，問題に至った
原因を養育者側や子ども側だけに求めるのではなく，
養育者と子どもの関係性の中で考えることが重要で
あり，その際，子どもの気質が重要な要因であるこ
とが指摘されている（上村，����）��．子どもの気
質をとらえることは，関係性の理解だけでなく，子
どもの問題行動をはじめとする臨床的な諸問題を理

解することも可能とし（庄司，����）��，相談現場で
把握すべき要因の �つと考えられる．
気質とは，生得的，体質的な基盤をもつ，個人の行

動特徴であり，ある程度の時を越え，一貫性をもつ
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と考えられている．子どもの気質に関する研究は，
情動性，活動性，社会性を気質の基本特性としてと
らえて ���を開発した ���� � ������（����）��

の研究，気質を反応性と自己制御といった大脳神経

系システムに関する特性でとらえ，�� を開発した
!�"#$%&"（����）��の研究などがみられるが，中で
も，'#��%� � 
#(��（����など）��の研究は，子ど
もの気質研究に大きな影響を与えている．彼らは，
��	人余りの乳児とその親に面接を縦断的に実施し，
子どもの行動特徴について分析するニューヨーク縦
断研究（�() *�&+ ���,�"�-��%� �"�-.）を��
�年
に開始した．その研究結果から，乳児期初期から子
どもの反応には個人差がみられ，特にその個人差は

活動水準，周期性，接近性，順応性，敏感性，反応
強度，気分の質，気の散りやすさ，注意の範囲と持
続性という �つの行動特徴において顕著であり，さ
らにこれらの尺度のパターンで，子どもを，「扱い
にくい」子ども，「扱いやすい」子ども，「時間のか
かる」子どもといった気質診断類型に分類できると
している．後に 
%&(.らによってこれらの行動特徴
を測定する質問紙が開発され（
%&(.，��/�）	�，日
本では，佐藤（���
，����など）
����や庄司（����

など）��� らのグループが，
%&(.らの気質質問紙
（�' ，''�，�� など）の翻訳，標準化を行ってい
る．しかし，日本で使用されているこれらの質問紙
は，アメリカからそのまま導入されたために日本の
文化に適さない項目が含まれていることや短時間で
問題を把握する必要がある健康診査などの相談現場
で使用するには項目数が多いこと（佐藤，���
）
�，
また尺度自体の安定性がないこと（菅原・青木・北
村・島，����；栗山，�			）������など，問題点が指

摘されている．このことから，武井・笹川・門田・
大谷・水子・寺崎・金光（�		�）���は，健康診査で
使用可能な �尺度�/項目の �歳 �ヶ月健診用気質質
問紙を作成し，標準化の作業を行っている．
'#��%�，�．� 
#(��，�．がとりあげた行動特

徴のうち，�順応性�や �注意の範囲と持続性�（麻
原・村嶋，飯田，����）���，�接近性�や �気分の質�
（'%��(�，����）���は，子ども自身の発達の遅れの有
無と関係がみられることが指摘されている．また，

菅原・北村・戸田・島・佐藤・向井（����）��らは，

%&(.の質問紙の項目を因子分析して得られた �注
意の集中性�と �規則性�，�反応強度�と後の問題行
動の有無との間に関係がみられると報告している．
さらに，周期性，応答性が低く，子どもを扱いにくい
気質ととらえた母親は，育児における負担感や不安
が強く，育児にネガティブなイメージを強くもつこ
と（上村・田島，����）���，扱いにくい気質と育児ス

トレスとの関連が強いこと（水野，����）�	�なども
指摘されている．以上のように発達の遅れの有無，
後の問題行動の有無，母親自身の育児不安やストレ
スと子どもの気質との関係が指摘されているが，中

でも子どもの問題行動は，相談現場でとりあげられ
ることも多く，母親の育児不安や育児ストレスに関
わる問題と考えられる．したがって，子どもの気質
と問題行動がどのように関連するのかを明らかにす
ることが，将来の子どもの問題行動の予測や母親が
育児において感じるであろう困難や不安を理解して
いくことを可能にするのではないかと考えられる．
そこで，本研究は，�歳 �ヶ月健診用気質質問紙

の尺度と幼児の問題行動，さらに軽度発達障害にみ

られる特徴との関連を明らかにし，相談現場で気質
質問紙を使用する際の尺度の意義を検討することを
目的とする．なお，本研究は，�歳 �ヶ月健康診査
用気質質問紙作成を目的として，�0

	名（有効数 　
�0��
名）を対象に実施した研究の一部である．

方 法

�．質問紙

　� � �．気質質問紙

否定的感情反応，神経質，順応性，外向性，規則

性，注意の転導性の �尺度�/項目から成る質問紙（武
井・笹川・門田・大谷・水子・寺崎・金光，�		�）���

を使用した．回答は，「全くない」から「いつもあ
る」の �段階の頻度評定とした．
　� � �．����� 	
����
� ��
������（以下，�	��）

多様な問題行動を呈する子どもの一般的臨床的評
価手段として �1#(�$%1# � �-(�$&�1+によって開
発された尺度であり，年齢に応じて �種類に分かれ
ている．�� �歳用は発達状況や種々の習癖，心理
的・身体的症状に関する項目から成っている．日本

では���	年以降より注目されるようになり，日本語
版の作成が進められている（中田・上林・福井・藤
井・北・岡田・森岡，����%）�
�．今回用いた質問紙
は，反抗尺度，引きこもり尺度，攻撃尺度，分離不
安尺度，不安神経質尺度，発達尺度，睡眠・食事尺
度，注意集中尺度の �尺度について，中田・上林・
福井・藤井・北・岡田・森岡（����$）���の因子分
析の結果より因子負荷量が低い項目を省き，さらに
年齢的に適当でないと考えられる内容の項目，類似

した内容の項目を省いた �尺度�/項目の質問紙であ
る．回答は，「当てはまらない」「時々当てはまる」
「当てはまる」の �段階評定とした．
�．対象者

�歳 �ヶ月健康診査対象者
		名の保護者である．
うち，質問紙回収数は�	�（回収率�	��2）であっ
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表 � 全体（����実施群を除く）と ����実施群の各尺度の �検定の結果

た．回答者は��2が母親であった．子どもの年齢は
�/ヶ月���ヶ月で，��ヶ月が��2で最も多く，�/ヶ
月���ヶ月を合計すると��2であった．性別は男児

�2，女児�/2であった．質問紙項目への回答が �
項目でも欠損の場合は分析対象より除外したため，
有効数は�
�であった．
�．手続き

健診時に使用する問診票とともに，健診受診約
�ヶ月前に郵送し，健診会場で回収した．

結 果

�．気質質問紙について

本研究の標本は，気質質問紙作成の際の標本，�0

	
名（有効数 　�0��
名）の一部である．そこで，本
研究で用いた標本に偏りがないかみるために，今回
の標本を除いた全体の標本における各尺度の平均
と比較した．結果，全体群と比較して，
�
�実
施群の得点が，外向性尺度で有意に低く（"（����）
3�����，4��	�），順応性尺度で有意に得点が高かっ
た（"（����）3���/，4��	
）．

�．気質質問紙と �	��の関係について

気質質問紙の各尺度と 
�
�の各尺度との間の
相関は，表 �のとおりである．気質質問紙の否定的
感情反応尺度は，
�
�の尺度との間に有意な正
の相関が認められ（攻撃尺度 &3	���	 4��	�；
睡眠・食事尺度 &3	���
 4��	�；注意集中尺度
&3	���� 4��	�；発達尺度 &3	���� 4��	�；反抗
尺度 &3	��
� 4��	�；引きこもり尺度 &3	��	�

4��	�；不安神経質尺度 &3	���	 4��	�；分離不

安尺度 &3	��/� 4��	�），否定的感情反応が高い
ほど，様々な問題行動を呈しやすいと考えられる．
とくに「癇癪を起こす」「よくすねる」「頑固である」
などが含まれる反抗尺度と最も高い相関がみられ
た（&3	��
� 4��	�）．神経質尺度は，
�
�の �尺
度と有意な負の相関を示し（攻撃尺度 &3�	����

4��	�；睡眠・食事尺度 &3�	��
� 4��	�；注意
集中尺度 &3�	���� 4��	�；発達尺度 &3�	���/

4��	�；反抗尺度 &3�	���� 4��	�；引きこもり尺
度 &3�	���� 4��	�），几帳面さや敏感さ，聞き分
けのよさを示す神経質傾向が高いほど，問題行動が少
ない傾向が認められた．順応性尺度（得点が高いほ
ど順応性が低いことを意味する）は 
�
�の �尺度
と有意な正の相関が認められた（反抗尺度 &3	���	

4��	�；引きこもり尺度 &3	��/� 4��	�；不安神経
質尺度 &3	���	 4��	�；分離不安尺度 &3	��
�

4��	�）．新しい環境や見知らぬ人への順応性が低

いほど，問題行動が多いと考えられた．外向性尺度
は 
�
�の �尺度と有意な負の相関，傾向が認め
られ（発達尺度 &3�	���
 4��	
；引きこもり尺
度 &3�	���� 4��	�；不安神経質尺度 &3�	��	�

4���	；分離不安尺度 &3�	���� 4��	
），注意・
集中尺度と有意な正の相関が認められた（注意集
中尺度 &3	���/ 4��	�）．外向的であるほど，引
きこもりや不安傾向は低くなるが，注意・集中に問
題がみられると考えられた．規則性尺度は 
�
�

の �尺度と有意な負の相関が認められ（睡眠・食事
尺度 &3�	�
�	 4��	�；注意集中尺度 &3�	����

4��	�；反抗尺度 &3�	���
 4��	�；引きこもり尺
度 &3�	��
/ 4��	
；不安神経質尺度 &3�	����

4��	
；分離不安尺度 &3�	���
 4��	
），規則的
であるほど問題行動が少ないと考えられた．注意
の転導性尺度は 
�
�の引きこもり尺度と有意な
負の相関が認められ（引きこもり尺度 &3�	���/

4��	�），注意の切り替えが早いほど，引きこもりと
いう問題行動につながらないと考えられた．

考 察

本研究の標本は，気質質問紙作成のデータを得る
ために行われた他の標本と比較したところ，�つの
気質尺度得点において差が認められた．すなわち，
本研究の対象者は他の対象者に比べ，順応性と外向
性において低い傾向にあり，やや偏った特性を有し
ていた．このような偏りが生じた理由は不明である
が，気質質問紙の尺度と 
�
�の尺度との相関を
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表 � ����の各尺度と気質質問紙の各尺度との相関表

分析する際には格別大きな問題にはならないと考え
られる．
気質と問題行動との関連については，気質質問紙

の各尺度と，
�
�で把握できる問題行動との間に
一定の関係が見いだされた．「思い通りにならない
と激しく感情を表す」「よくさわいで大泣きする」な

どの内容を含む否定的感情反応尺度得点が高いほど，
様々な問題行動が生じやすく，なかでも「癇癪を起
こす」「頑固である」に代表される反抗的な面との関
連が強かった．否定的感情反応は，否定的な育児態
度（中山，�		�）���や育児不安（堀，�		�）���，母
性意識の低さ（野田，�		�）���とも関連すると報告
されている．否定的感情反応は，幼児の様々な問題
行動の危険因子であり，おそらくそこから生じる母
親の育児困難感や不安，それによって引き起こされ

る否定的な育児態度を予測できるのではないかと考
えられた．神経質尺度と問題行動との関係について
は，神経質な傾向が高いほど，問題行動が少ない傾
向が見いだされた．神経質尺度は，内容的には「同
じ失敗を繰り返さない」「物を整えたり，きれいに
したりすることにこだわる」といった几帳面さや敏
感さ，聞き分けのよさを示す項目から成り立ってい
る．これらのことから，神経質な気質は，人や状況
への適応性のよさを示す可能性が示唆された．順応
性尺度は分離不安や不安傾向を示す問題行動と関連

がみられた．順応性尺度は新しい状況や知らない人
への慣れにくさを示す項目から成っている．このよ
うな気質が，不安が高く内向的で，親しい人となか
なか離れられないといった非社会的な問題行動と関
連が強いと考えられた．気質尺度の外向性尺度と問
題行動との関係では，外向的であるほど引きこもり
や不安傾向など非社会的な問題行動が少ない傾向，
集中できなかったり，落ち着きがないといった，注
意集中の欠如といった問題行動が多い傾向が見いだ

された．外向性尺度には「座って遊ぶよりも，走っ
たり，飛び跳ねたりする遊びの方を好む」「初めて

の場所を探索している時，活発に動き回る」といっ
た，気の散りやすさや活動の多さを表している内容
が含まれている．よって，集中力の問題との関係が
強くなったと考えられる．規則性尺度と問題行動と
の関係からは，規則的なリズムであるほど，様々な
問題行動がみられないという結果が得られた．とく

に規則的であるほど，睡眠・食事尺度の得点が低く
なっていた．つまり規則的であるほど，寝付きの悪
さや食事面の問題が生じにくいと考えられた．菅原
ら（����）��は規則性と問題行動の関係，上村・田島
（����）���は規則性と育児不安やストレスとの関係
を見いだしている．今回の結果を合わせて考えると，
規則性尺度によって，子どもの現在および後の問題
行動の予測や養育者の育児困難感や不安感を理解し
ていくことが可能になると考えられた．注意の転導

性尺度と問題行動との間には，引きこもり尺度をの
ぞいて関連がみられなかった．
�
�の注意．集中
尺度との間に関連はみられなかったことから，気質
尺度の注意の転導性尺度で測定される内容と 
�
�
の注意・集中尺度で測定される内容は異なると考え
られた．つまり，気質尺度の示す内容は，注意・集
中の欠如の意味ではなく，注意の切り替えが早く，
�つのことにこだわらずに状況に柔軟に対応してい
くことと関連していると考えられ，その結果，�つ
のことにこだわり，周囲に関心を向けにくいといっ

たような引きこもり行動が生じにくくなるものと考
えられた．
'#��%�らの気質類型の「扱いにくい」気質タイプ

は，養育者の育児不安，育児ストレスと関連があると
されている（上村・田島，����；水野，����）����	�．
「扱いにくい」気質タイプを分類する際に基準とな
る特徴は，周期性，接近性，順応性，反応強度，気
分の質の 
つの特徴である．本研究においても，特
に否定的感情反応尺度，順応性尺度，規則性尺度は

反抗的な問題行動，分離不安，不安が高いといった
問題行動と関連することが示された．この様な問題
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行動が養育者の育児不安や育児ストレスを引き起こ
す可能性が示唆された．
坂野・佐藤・佐々木・久保・坂爪．土肥・市井

（���
）���は，自閉性障害の診断を受けた幼児・児童

と健常な幼児・児童について，
�
�の尺度得点の
差異を検討した結果，自閉性障害児では注意集中尺
度と発達尺度の得点が健常児に比べ高くなることを
示している．今回の結果では，これら �つの尺度得
点が高いほど，気質尺度の中で，否定的感情反応尺
度得点が高くなり，神経質尺度得点が低くなる傾向
が認められた．よって自閉性障害のような発達障害
を疑う場合は，否定的感情反応尺度や神経質尺度に
まず注目することが重要ではないかと考えられた．

以上，�歳 �ヶ月健康診査用気質質問紙の各尺度
と幼児の問題行動との関連を調べたところ，各気質
尺度と問題行動との間に一定の関連性があることか
明らかになった．また，自閉性障害などの軽度発達

障害を疑う場合に注目すべき尺度が明らかになった．
今後は育児不安や育児ストレスとの関係を詳しく

みることで，気質尺度を通じて養育者をどのように
サポートしていけるか，具体的に検討してきたいと
考えている．

本研究は，平成��年度文部科学省科学研究費の助成を受

けて実施した研究の一部である。

文 　　　　　献

�）菅原ますみ，北村俊則，戸田まり，島 　悟，佐藤達哉，向井隆代：子どもの問題行動の発達：������	
����
な問題傾向

に関する生後��年間の縦断研究から．発達心理学研究，��（�），�����，����．

�）松石豊次郎：乳幼児健診の意義とその必要性について．小児保健研究，��（�），�������，����．

�）上村佳代子：子どもの気質と母子関係．小児看護，��（�），�������，����．

�）庄司順一：子どもの気質と発達について．気質概念とその小児科臨床への適用，小児科，��（�），��������，����．

�）���� �� 	�� �
����  ：!"� ��# 	$$��	%" �� ���$��	���� !��$��	����：�	�
& ��'�
�$��
 $�����	
��&

��	���．(	)���%� ��
*	�� ����%�	���，+�)� ,����&，�����，����．

�） ��"*	�� -.：-�	�������� �/ ���$��	���� �� ��/	�%&．����� �����	
���
，��，�������，����．

�）!"��	� �，0"��� #，���%" �1，������
 -� 	�� .��� #：��"	'���	
 ����'���	
��& �� �	�
& %"�
�"���．+�)

2��3 4��'�����& �����，+�) 2��3，����．

�）0	��& 5�：0
���%	
 	$$
�%	����� �/ ��/	�� ���$��	���� ��	���������．��� �	����� 	� �����
����，��，

�������，����．

�）佐藤俊昭：子どもの気質の追跡研究 6序報6．東北大学教養部紀要，��，���（�）����（��），����．

��）佐藤俊昭：子どもの気質の追跡研究：第 �報・日本語版 7!8� とその使用経験．東北大学教養部紀要，�������，����．

��）副田敦裕，横井茂夫，庄司順一：乳児の気質と発達に関する研究 　6�� �ヶ月児について6 �）�� �ヶ月児用行動

様式質問紙の標準化．慈恵医大誌，		，�������，����．

��）菅原ますみ，青木まり，北村俊則，島 　悟：乳児期における気質的特徴の構造 　6日本語版 �'���� 7�/�	� !�$��	����

8��������	���の検討6．湘北紀要，	，�������，����．

��）栗山容子：乳幼児の気質構造の分析．小児保健研究，�	（�），�������，����．

��）武井祐子，笹川美奈子，門田昌子，大谷美幾，水子学，寺崎正治，金光義弘：養育者がとらえる幼児の行動様式に関す

る研究 77� �歳 �ヶ月健診用気質質問紙作成の試み，日本心理学会第��回大会発表論文集，����，����．

��）浅原きよみ，村嶋幸代，飯田澄美子：幼児の気質と発達に関する研究（第 �報）発達の遅れと気質の関連性．日本公衛

誌，
	（��），�������，����．

��）!	���
 �9：!��$������ %"	�	%�������% �/ ��
�
& ��'�
�$����	

& ��
	
&�� ��/	���．:�'�
�$����	
 	�� *�;

"	'���	
 $����	���%�．�，�����，����．

��）上村佳代子，田島信元：発達初期の母子関係と子どもの発達（その �）：子どもの気質と母子関係形成の関連．日本教育

心理学会第��回総会発表論文集，�������．

��）水野里恵：乳児期の子ども気質・母親の分離不安と後の育児ストレスとの関係：第一子を対象にした乳幼児期の縦断研

究．発達心理学研究，	，�����，����．

��）中田洋二郎，上林靖子，福井知美，藤井浩子，北道子，岡田愛香，森岡由起子：幼児の行動チェックリスト（0�0(< � � �）

の日本語版作成に関する研究，小児の精神と神経，
	（�），�������，����	．

��）中田洋二郎，上林靖子，福井知美，藤井浩子，北道子，岡田愛香，森岡由起子：幼児の行動チェックリスト（0�0(< � � �）



��� 武井祐子・寺崎正治

の標準化の試み．小児の精神と神経，
	（�），�������，����*．

��）中山理恵：幼児の気質と親の養育態度との関連．平成��年度卒業論文集，����．

��）堀寛子：幼児の気質が育児不安に及ぼす影響．平成��年度卒業論文集，����．

��）野田由紀恵：母親の母性意識に関する一研究 　6子どもの気質認知および養育態度への影響6．平成��年度卒業論文

集，����．

��）板野雄二，佐藤健二，佐々木和義，久保義郎，坂爪一幸，土肥夕美子，市井雅哉：60"�
� ��"	'��� 0"�%3
���（0�0(）

日本版による自閉性障害の診断と評価：0�0(の臨床的応用可能性の検討．安田生命社会事業団研究助成論文集，
�，

�����，����．

（平成��年��月��日受理）

� ������ ������	��� 
� �


��� ��	����	���

� � ���
� 
� ��� ������
� ������� ��	����	��� ������
������� �
� �� �
���

��
 ������  !�	�����
�� ��
 "�"# �

2�3� !�.�7 	�� -	�	"	�� !� �#�.7

=�%%�$��� >%�? ��@ ����A

��	 
��
� B ���$��	����@ ����
��@ %*%
@ C���������	���

��������

5� %	� �������	�� �"� ������ 	�� 	�����& $	����� �	& "	'� �� ��	���
 	 %"�
� *& ��'����
	���
 �"�

��
�'	�%� �/ %"�
� ���$��	���� 	�� $��*
�� *�"	'���? !"� $��$��� �/ �"�� ����& �� �� ���%��� �"� ��	���


�/ ����
 �"� ���$��	���� C��������	��� 	� ��/	�� "�	
�" ��	���	����� *& ��'����
	���
 �"� ��
�'	�%� �/

%"�
� ���$��	���� 	�� $��*
�� *�"	'���? ��� $	����� )"� "	� ����
��� "	'��
 "�	
�" ��	���	�����

	� �� ����"� 	��)���� �"� ���$��	���� C��������	��� /�� �"� �� ����" �
� "�	
�" ��	���	���� 	��

�%"��*	%"D� 0"�
� ��"	'��� 0"�%3
��� /�� �
�� �;� =0�0(A? ��� $	����� ���$����� �� �"� C��������	���

���'�&? !"� /�

�)��
 ����
�� )��� /����B =�A +�
	��'� 	E�%� ��	%���� 	�� ����
�
	� $"&���
�
& )���

	���%�	��� )��" '	����� $��*
�� *�"	'���� 	�� $����%��� �"� ������@ 	�����& 	�� ��
	��'� 	�������� $	����

�	& "	'� )"�� ��	���
 �"��� %"�
����? =�A #������'��& �	& �"�) 	�	$�	*�
��& �� ���	�
� �� ��) %���������?

=�A 5"	� )	� ����%	��� *& %"	�
��
 	�������� /���� �� �"� ���$��	���� �%	
� )	� ��E����� /��� )"	�

)	� ����%	��� *& 	�������� $��*
��� /���� �� �"� 0�0( �%	
�? =�A 7/ )� ���$�%� 	 ��'�
�$����	
 ��������

��%" 	� 	�����@ �� �� ��$���	�� �"	� )� $	& 	�������� �� �"� ��
	��'� 	E�%� ��	%���� �%	
� 	�� �������'��&

�%	
�? !"��@ ���$��	���� C��������	��� /�� �� ����" �
� "�	
�" ��	���	����� )	� ���/�
 �� ��$$���

$	����� )"� "	'� ������ 	*��� ��	���
 %"�
����?

0�����$�����%� �� B 2�3� !�.�7 :�$	������ �/ 0
���%	
 ��&%"�
�
&@ F	%�
�& �/ -���%	
 5�
/	��

.	)	�	3� 4��'�����& �/ -���%	
 5�
/	��

.��	�"�3�@ ���;����@ ,	$	�

=.	)	�	3� -���%	
 5�
/	�� ,����	
 9�
?��@ +�?�@ ���� �������A


